
愛 知 県 農 業 総 合 試 験 場
2025年 の 1 0 大 成 果

第１位
第２位

イチゴ「愛きらり®」の品種特性を生かした
新作型をご提案します！

−局所温度制御により収穫開始時期の前倒しを実現−

第３位

丸ごと甘い！ イチジク新品種
「愛知イチジク1号」を開発！

−黄緑色で皮ごと食べられる新品種を開発−

環境DNAでため池に生息する
魚種がわかる！

−農業用ため池における環境DNA分析
によるモニタリング法の開発−

露地小ギク、３色揃って８月旧盆に
きっちり咲かせます！

−８月旧盆に出荷できる露地小ギク品種の
選定及び電照栽培技術を確立−

小麦作の窒素化学肥料を
25%削減！

−鶏ふんを利用した減化学肥料
栽培技術の開発−

イネの防除はこれでイイネ！
−イネカメムシの効果的な防除体系を確立−

有袋「瑞月(ブランド名：
あいみずき)」の収穫時期を

簡単に見極め！
−有袋「瑞月」用カラーチャートを作成−

第４位 第６位第５位

恋する牛を鳴き声でキャッチ！

−牛の発情個体検知AIシステムの開発−

第10位第８位第７位 第９位

極上品質！受精卵から復活した
奇跡の紅い豚！

−デュロック種系統豚
「アイリスＤ２(ディーツー)」を開発−

トマトの裂果

トマトの茎を２回潰して収益UP！

−高温環境下でのトマト裂果対策技術の開発−

＜ナシ生産者
アンケート結果＞

同じカラーチャート
値では９割以上が食
味の揃いを、異なる
カラーチャート値で
は８割近くが食味や
食感に違いを感じた

収穫時カラーチャー
ト利用の有効性確認

果梗捻枝(かこうねんし)処理新系統アイリスＤ２

個体識別処理装置

集音マイク カメラ

モニター

システムの概略図

集音
装置

報知
装置

愛きらり® (品種｢愛経４号｣)
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有袋「瑞月」用
カラーチャート

赤道面(点線部)で色を判定
するカラーチャートを作成

裂果発生率が減
少し、収益向上

イネカメムシとその被害

確立した薬剤散布による防除体系

採水作業ウシモツゴ
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冷却水を循環
させるチューブクラウン部

(成長点がある株元の部分)

果実が付いてい
る茎（果梗とい
います）を潰し
て養水分の流入

を抑制

皮ごと
食べられる

新感覚

高単価な旧盆に
鮮やかな３色
揃って出荷

多品種について電照期
間や定植日を調整して
調査し、旧盆に出荷で
きる品種選定・管理方
法を確立

露地栽培での電照風景

アイリスＤ２ロース肉

9.5     752      +472
29.9     624      +344
70.3     280         −1

収穫開始時期の前進化のためクラ
ウン部を冷却する新作型を開発

年内収量は約36％増加し、
10a当たり96万円の増収！！

播種時の様子

小麦「きぬあかり」について、基肥の
化学肥料の半量を鶏ふんに代替するこ
とで、慣行栽培と同等の収量・品質を
維持しながら化学肥料使用量を窒素と
して25％削減可能なことを実証！

慣行栽培

基肥の化学肥料を半
減し、鶏ふんを施用

収量は慣行と同程度

有袋「瑞月」

生息種数調査結果
平均

（％）
捕獲/検出

（％）
環境DNA
検出種

捕獲調査
確認種調査年度

82.1
71.4752022
75.0862023

100.0442024

ため池の池干し捕獲調査で、環境ＤＮＡ
分析で検出された種数の約82％の種数を
確認でき、一定の精度があることを確認

ウシモツゴを対象とした調査では、採水
する場所や深さを変えても、環境ＤＮＡ
を検出可能な事を確認。

採水作業が容易な1箇所調査でOK

どの個体が発情し
たかを識別し、生

産者に伝達！

マイクとカメラ
による集音装置

背脂肪厚が薄くなること
による格付け向上で収益
向上、サシ(筋肉内脂肪)
増加でジューシーに！！

三元肉豚での
背脂肪厚試算値
2.0〜2.3 cmアイリスナガラ旧
1.8〜2.1 cmアイリスＤ２新

大きさは
やや小ぶりで

糖度が高く、害
虫・気候による

ロス少ない


